
特集
加
速
す
る
人
的
資
本
経
営

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
や

複
線
型
人
事
制
度
、
新
技
術
活
用
で
対
応

中
長
期
的
な
企
業
価
値
向
上
に
資
す
る

人
材
戦
略
の
在
り
方

金
融
機
関
は
、
人
事
面
で
「
職
員
の
離
職
率
の
高
ま
り
」「
顧
客
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
伴
う
多
様
な
専

門
人
材
の
育
成
・
採
用
の
必
要
性
」「
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
革
新
へ
の
対
応
」
と
い
っ
た
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
金
融
機
関
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
紹
介
し

つ
つ
、
効
果
的
と
思
わ
れ
る
対
応
策
を
改
め
て
整
理
し
て
み
た
い
。
人
事
面
で
の
課
題
に
対
し
て
適

切
な
解
決
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
は
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
に
も
資
す
る
は
ず
で
あ
る
。

人
材
戦
略
の
変
化
を

迫
る
三
つ
の
課
題

　

近
年
、
多
く
の
金
融
機
関
が
人
材

戦
略
を
見
直
し
て
い
る
が
、
内
在
す

る
人
事
面
の
課
題
が
戦
略
の
変
化
を

後
押
し
し
て
い
る
側
面
も
見
逃
せ
な

い
。
金
融
機
関
が
抱
え
て
い
る
主
な

課
題
を
三
つ
挙
げ
た
い
。

　

１
点
目
が
、
職
員
の
離
職
率
の
高

ま
り
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
金

融
業
の
成
長
期
待
に
対
す
る
変
化
や
、

転
勤
が
多
い
こ
と
な
ど
の
働
く
環
境

の
制
約
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
が
職
場
に
及
ぼ
す
影
響
に

対
す
る
不
安
、
他
業
種
と
の
人
材
獲

得
競
争
の
激
化
な
ど
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
採
用

（
中
途
採
用
）
の
比
率
を
高
め
た
り
、

ア
ル
ム
ナ
イ
（
離
職
者
）
の
交
流
組

織
を
立
ち
上
げ
て
、
中
途
退
職
し
た

人
材
を
呼
び
戻
し
た
り
す
る
動
き
も

見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
金
融

機
関
に
と
っ
て
、
新
卒
一
括
採
用
は

依
然
と
し
て
人
材
確
保
の
主
要
な
手

段
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

若
い
世
代
を
引
き
付
け
て
定
着
を
促

す
た
め
の
施
策
が
欠
か
せ
な
い
。

　

２
点
目
が
、
多
様
な
専
門
人
材
を

育
成
・
採
用
す
る
制
度
設
計
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

日
本
銀
行
　
金
融
機
構
局

金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー

企
画
役

岡
俊
太
郎
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は
、
顧
客
が
金
融
機
関
に
求
め
る
ニ

ー
ズ
が
従
来
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と
と
関
係

し
て
い
る
。
実
際
、
取
引
先
企
業
が

金
融
機
関
か
ら
受
け
た
い
サ
ー
ビ
ス

の
割
合
は
、「
業
務
効
率
化
（
Ｉ
Ｔ

化
・
デ
ジ
タ
ル
化
）
に
関
す
る
支

援
」（
29
・
５
％
）
や
「
経
営
人
材

の
紹
介
」（
22
・
４
％
）
と
い
っ
た

新
し
い
業
務
が
、「
資
金
繰
り
表
の

作
成
支
援
」（
14
・
７
％
）
や
「
事

業
計
画
の
策
定
支
援
」（
18
・
５

％
）
と
い
っ
た
伝
統
的
な
業
務
を
上

回
っ
て
い
る
（
金
融
庁
が
23
年
６
月

に
公
表
し
た
「
金
融
仲
介
機
能
の
発

揮
に
向
け
た
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー

ト
」
の
企
業
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
）。

　
３
点
目
が
、
人
材
戦
略
を
策
定
す

る
上
で
、
技
術
革
新
を
考
慮
す
る
必

要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

特
に
最
近
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

に
よ
る
金
融
機
関
の
業
務
の
生
産
性

向
上
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
職
員
が

新
し
い
技
術
を
習
得
し
て
生
産
性
を

高
め
る
こ
と
で
、
組
織
と
し
て
は
、

人
手
不
足
や
専
門
人
材
の
不
足
と
い

う
課
題
の
解
決
が
一
定
程
度
期
待
で

き
る
。
ま
た
、
個
々
の
職
員
も
、
手

間
暇
が
か
か
っ
て
い
た
業
務
か
ら
解

放
さ
れ
て
「
働
き
や
す
さ
」
を
得
ら

れ
る
ほ
か
、
よ
り
高
度
な
企
画
や
顧

客
の
課
題
解
決
に
時
間
を
割
く
こ
と

が
可
能
に
な
り
、「
働
き
が
い
」
を

感
じ
る
こ
と
も
で
き
る
。

他
律
的
な
業
務
を
見
直
し
て

﹁
仕
事
の
裁
量
﹂を
増
や
す

　

以
下
で
は
、
三
つ
の
課
題
に
対
し

て
有
効
と
み
ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
、
１
点
目
の
職
員
の
離
職
率

の
高
ま
り
に
対
し
て
効
果
的
な
も
の

が
「
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
」
の
向
上
で
あ
る
。
ワ
ー
ク
・
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は
、「
仕
事
に

関
連
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
充
実
し
た

心
理
状
態
と
し
て
、『
仕
事
か
ら
活

力
を
得
て
い
き
い
き
と
し
て
い
る
』

（
活
力
）、『
仕
事
に
誇
り
と
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
る
』（
熱
意
）、『
仕
事

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
』（
没

頭
）
の
三
つ
が
そ
ろ
っ
た
状
態
」
と

定
義
さ
れ
る
。
厚
生
労
働
省
「
令
和

元
年
版
労
働
経
済
の
分
析
」
に
よ

れ
ば
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
ス
コ
ア
が
高
い
企
業
で
は
、
相
対

的
に
、
離
職
率
が
低
く
、
定
着
率
が

高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
向
上
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
表
し

た
も
の
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
「
仕

事
の
要
求
度－

資
源
モ
デ
ル
」
に
よ

れ
ば
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
向
上
の
た
め
に
組
織
が
で
き
る
こ

と
は
、
職
員
に
「
仕
事
の
資
源
」
を

豊
富
に
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
仕
事

の
資
源
と
は
「
自
分
の
や
り
方
で
仕

事
が
で
き
る
（
一
定
の
裁
量
が
あ

る
）」「
上
司
や
同
僚
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
が
あ
る
（
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
コ

ー
チ
ン
グ
が
適
切
に
な
さ
れ
て
い

る
）」「
正
当
な
評
価
が
さ
れ
て
い

る
」「
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
機
会
が
あ

る
」「
働
き
や
す
さ
が
あ
る
」
こ
と

な
ど
を
指
す
。

　

こ
の
仕
事
の
資
源
の
中
で
も
重
要

な
こ
と
の
一
つ
が
、
仕
事
の
裁
量
、

す
な
わ
ち
、
職
員
に
「
自
律
」
の
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
仕
事

の
多
く
は
、
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や

上
長
か
ら
の
指
示
に
従
っ
て
行
動
す

る
「
他
律
」
で
で
き
て
い
る
。
し
か

し
、
他
律
が
行
き
過
ぎ
る
と
、
個
々

の
職
員
の
働
く
姿
勢
は
受
け
身
に
な

り
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
い
、
ワ

ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
阻
害

し
か
ね
な
い
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
金
融
機
関
で
は
、

働
き
方
に
お
け
る
自
律
の
度
合
い
を

高
め
る
た
め
の
試
み
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
業
務

時
間
の
20
％
を
、
普
段
の
業
務
と
は

異
な
る
自
分
自
身
の
行
い
た
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
充
て
ら
れ
る
「
20
％
ル

ー
ル
」
の
導
入
や
、
他
律
的
な
営
業

目
標
で
あ
る
ノ
ル
マ
を
廃
止
す
る
と

い
っ
た
取
り
組
み
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

職
員
が
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
を

主
導
す
る
「
キ
ャ
リ
ア
自
律
」
の
促

進
も
、
仕
事
の
資
源
と
し
て
重
要
で

あ
る
。
日
本
企
業
の
多
く
は
「
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
型
雇
用
」
を
採
用
し
て

お
り
、
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る

希
望
を
す
べ
て
は
か
な
え
ら
れ
ず
、
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こ
の
こ
と
が
離
職
に
つ
な
が
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
み
ら
れ
る
。
キ

ャ
リ
ア
自
律
を
促
進
し
て
も
、
企
業

は
職
員
の
希
望
す
べ
て
を
か
な
え
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
職
員
の
キ

ャ
リ
ア
に
関
す
る
希
望
を
極
力
尊
重

し
、
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
実
現
に
向
け
、
金
融
機
関
で
は
、

次
の
よ
う
な
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て

き
て
い
る
。

①
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
研
修
メ
ニ
ュ

ー
の
充
実
に
よ
り
、
職
員
が
自
律
し

て
学
習
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
。

②
職
務
要
件
を
明
示
し
た
公
募
ポ
ス

ト
を
増
や
す
。

③
副
業
・
兼
業
を
可
能
に
す
る
。

④
上
司
が
、
１
on
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
通
じ
て
、
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
希
望

を
傾
聴
し
、
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
の

構
築
を
支
援
す
る
。

⑤
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
キ

ャ
リ
ア
研
修
を
実
施
す
る
。

専
門
人
材
の
受
け
皿
と
し
て

複
線
型
人
事
制
度
を
導
入

　

２
点
目
の
課
題
で
あ
る
多
様
な
専

門
人
材
の
育
成
・
採
用
の
た
め
の
制

度
設
計
と
し
て
「
複
線
型
人
事
制

度
」
の
導
入
が
考
え
ら
れ
る
。
複
線

型
人
事
制
度
と
は
、
職
員
に
選
択
可

能
な
複
数
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
が
用

意
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
金
融

機
関
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
ゼ
ネ
ラ

リ
ス
ト
志
向
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
育
成

す
る
キ
ャ
リ
ア
に
加
え
、
専
門
家
を

育
成
・
採
用
す
る
キ
ャ
リ
ア
を
新
た

に
同
列
に
置
く
こ
と
と
な
る
。

　

従
来
の
金
融
機
関
の
人
事
制
度
は
、

比
較
的
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
志
向
が
強
か

っ
た
。
例
え
ば
、
銀
行
で
は
、
定
期

的
な
係
替
え
や
人
事
異
動
を
行
い
な

が
ら
、
営
業
店
の
現
場
で
の
預
金
・

融
資
・
渉
外
業
務
や
本
部
業
務
な
ど

を
経
験
し
て
、
ま
ず
は
営
業
店
長
を

目
指
し
、
そ
の
後
、
本
部
の
幹
部
職

に
選
抜
さ
れ
て
い
く
と
い
う
傾
向
が

見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
顧
客
か
ら
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
専
門
家
で

な
け
れ
ば
対
応
で
き
な
い
業
務
領
域

は
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
専
門
家

を
育
成
・
採
用
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
生
み
出
す
制
度
設
計
と
し
て
、

近
年
は
複
線
型
人
事
制
度
を
導
入
す

る
金
融
機
関
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

　

複
線
型
人
事
制
度
の
導
入
に
当
た

っ
て
は
、
高
度
な
専
門
人
材
に
対
し

て
、
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
幹
部
職
員
と

少
な
く
と
も
同
等
の
処
遇
（
ポ
ス
ト

や
給
与
）
を
与
え
る
制
度
設
計
が
必

要
に
な
る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
は
「
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
」
の
仕
組
み

を
部
分
的
に
導
入
し
て
、
幹
部
ポ
ス

ト
の
業
務
内
容
や
給
与
を
「
職
務
記

述
書
（
ジ
ョ
ブ
・
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ

ョ
ン
）」
に
記
載
し
て
開
示
す
る
方

法
が
あ
る
。

　

加
え
て
、
組
織
が
均
質
的
な
人
材

の
集
合
で
は
な
く
、
多
様
な
キ
ャ
リ

ア
を
背
景
と
し
た
異
質
の
人
材
の
集

合
に
変
化
す
る
場
合
に
は
、
働
き
方

の
多
様
性
も
認
め
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
高
度
な
デ
ジ

タ
ル
人
材
を
外
部
か
ら
採
用
し
た
い

場
合
、
こ
う
し
た
人
材
は
こ
れ
ま
で

働
い
て
き
た
職
場
で
、
服
装
や
働
く

時
間
・
場
所
の
選
択
の
自
由
を
認
め

ら
れ
て
き
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
従
っ

て
、
外
部
か
ら
の
高
度
な
専
門
人
材

の
採
用
を
積
極
化
す
る
際
に
は
、
服

装
の
自
由
化
や
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク

ス
制
度
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
な
ど
、

外
部
専
門
人
材
が
な
じ
ん
で
い
る
働

き
方
の
導
入
も
検
討
課
題
と
な
る
。

　

ま
た
、
異
質
な
人
材
の
集
合
で
は
、

組
織
に
遠
心
力
が
働
く
可
能
性
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
パ
ー
パ
ス
や
ビ
ジ

ョ
ン
を
再
設
定
し
て
「
組
織
と
し
て

何
を
社
会
で
実
現
し
た
い
の
か
」
を

多
様
な
人
材
の
間
で
も
共
有
す
る
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
。
パ
ー
パ
ス
や
ビ

ジ
ョ
ン
の
浸
透
を
図
る
た
め
、
経
営

層
と
職
員
が
直
接
対
話
す
る
「
タ
ウ

ン
ホ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
積
極

的
に
開
催
し
て
い
る
金
融
機
関
も
見

ら
れ
る
。

職
員
の
生
産
性
向
上
に

資
す
る
新
技
術
の
活
用

　

最
後
に
、
技
術
革
新
へ
の
対
応
策

を
紹
介
し
た
い
。
金
融
機
関
で
は
、

生
成
Ａ
Ｉ
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方
法

に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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一
般
的
な
活
用
方
法
と
し
て
は
、
①

文
書
の
起
案
・
校
正
・
要
約
、
②
翻

訳
、
③
シ
ス
テ
ム
開
発
支
援
（
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
な
ど
）、
④
ア
イ
デ
ィ
ア

出
し
│
│
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
企
業
内
に
あ
る
大
量
の

文
書
（
規
程
や
事
務
手
続
き
、
稟
議

書
や
契
約
書
な
ど
）
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
照
会
す
れ

ば
、
適
切
な
内
容
を
回
答
し
て
く
れ

る
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
効
果

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

実
際
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
実

現
す
る
た
め
に
、
金
融
機
関
で
は
、

「
Ｒ
Ａ
Ｇ
」（
検
索
拡
張
生
成
）
と

い
う
手
法
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
Ｒ
Ａ
Ｇ
と
は
、
社
内
デ
ー
タ
を

専
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
積
し
、

職
員
の
生
成
Ａ
Ｉ
へ
の
質
問
に
対
す

る
必
要
な
情
報
を
当
該
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
か
ら
検
索
・
抽
出
す
る
こ
と
で
、

生
成
Ａ
Ｉ
の
回
答
に
社
内
デ
ー
タ
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
技
術
で

あ
る
。
金
融
機
関
の
職
員
は
、
社
内

文
書
の
検
索
に
相
応
の
業
務
時
間
を

使
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
れ
ば
、
幅
広
い
職
員
に
生
産

性
向
上
の
実
感
が
行
き
わ
た
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
よ
う
な
新

技
術
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
職
員
の

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向

上
に
も
つ
な
が
り
得
る
。
新
技
術
は
、

習
熟
す
る
た
め
に
相
応
の
負
荷
が
か

か
る
ほ
か
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
等
の
課
題
克
服

も
必
要
と
な
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上

に
、「
仕
事
の
資
源
」
と
し
て
、
働

き
手
を
支
援
す
る
効
果
が
上
回
る
可

能
性
も
十
分
に
あ
る
。

　

新
し
い
技
術
は
、
多
く
の
職
員
に

と
っ
て
と
っ
つ
き
に
く
い
も
の
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
新
技
術
を
組
織
内

に
広
く
推
進
す
る
た
め
に
は
、
活
用

方
法
を
紹
介
す
る
部
店
レ
ベ
ル
で
の

勉
強
会
の
開
催
や
、
新
技
術
を
活
用

し
た
業
務
改
革
を
推
奨
す
る
啓
発
活

動
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
よ
う
な
万
人

に
開
か
れ
た
技
術
は
、
個
々
の
職
員

が
実
際
に
使
用
し
て
み
て
初
め
て
、

自
ら
の
業
務
へ
ど
の
よ
う
に
適
用
で

き
る
か
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
た
め
、
多
く
の
職
員
が
新
技
術

を
実
践
で
き
る
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
場

を
設
け
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

＊　

＊　

＊

　

経
済
産
業
省
が
20
年
９
月
に
公
表

し
た
「
人
材
版
伊
藤
レ
ポ
ー
ト
」
を

機
に
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
向
上

の
た
め
に
は
、
人
材
を
資
本
と
し
て

捉
え
、
そ
の
価
値
を
最
大
限
に
引
き

出
す
こ
と
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
の
金
融

機
関
が
、
人
材
戦
略
の
絶
え
間
な
い

見
直
し
を
通
じ
て
、
中
長
期
的
な
企

業
価
値
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
期
待

し
た
い
。

（
本
稿
の
内
容
や
意
見
は
、
執
筆
者
個
人
に

属
し
、
日
本
銀
行
の
公
式
見
解
を
示
す
も

の
で
は
な
い
）

お
か
　
し
ゅ
ん
た
ろ
う

94
年
日
本
銀
行
入
行
。
名
古
屋
支
店
、

政
策
委
員
会
室
、
発
券
局
を
経
て
、

16
年
か
ら
現
職
。
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